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(百万円未満切捨て)
１．平成30年３月期の連結業績（平成29年４月１日～平成30年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期 9,624 8.4 670 7.7 668 7.5 447 9.7

29年３月期 8,877 6.8 622 13.7 621 8.1 408 11.9
(注) 包括利益 30年３月期 449百万円( △9.6％) 29年３月期 497百万円( 59.0％)
　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

30年３月期 302.59 － 10.6 9.7 7.0

29年３月期 275.90 － 10.6 10.0 7.0
(参考) 持分法投資損益 30年３月期 －百万円 29年３月期 －百万円
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

30年３月期 7,415 4,382 59.1 2,961.79

29年３月期 6,425 4,058 63.2 2,742.92
(参考) 自己資本 30年３月期 4,382百万円 29年３月期 4,058百万円
　　

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

30年３月期 561 △209 △244 953

29年３月期 673 △386 △227 845
　　　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

29年３月期 － 0 － 85.00 85.00 125 30.8 3.3

30年３月期 － 0 － 100.00 100.00 147 33.0 3.6

31年３月期(予想) － 0 － 90.00 90.00 32.4
　　

３．平成31年３月期の連結業績予想（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 9,450 △1.8 571 △14.8 573 △14.2 411 △8.2 277.76
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※ 注記事項

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動) ： 無

　 新規 －社、除外 －社
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期 1,480,000株 29年３月期 1,480,000株

② 期末自己株式数 30年３月期 287株 29年３月期 287株

③ 期中平均株式数 30年３月期 1,479,713株 29年３月期 1,479,713株
　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実勢の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたって注意事項等については添付資料２ページ「経営成績等の概況」を
ごらんください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得情勢等の改善により緩やかな回復傾向が続きまし

た。先行きに関しましても、海外経済の持ち直しなどにより、緩やかな回復傾向が続くと想定されます。

当社グループが属する情報サービス業界におきましては、ソフトウェア投資は横ばいとなりました。

このような状況のもと、当社グループは17中期経営計画（2015年度～2017年度）の基本方針に従って、主要事業

の推進に取り組みました。

その結果、当連結会計年度の売上高は、機器等販売、システム販売、システム運用・管理等で増加したため、

9,624百万円（前年同期と比べ8.4%増収）となりました。利益につきましても売上高の増加により、営業利益670百

万円（同7.7％増益）、経常利益668百万円（同7.5%増益）、親会社株主に帰属する当期純利益447百万円（同9.7％

増益）となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

①機器等販売

売上高は子会社の機器販売やメーカー保守の増加により、1,828百万円（前年同期と比べ13.7%増収）となりま

した。セグメント損益は売上高の増加及び販売費の減少により、79百万円の利益(同133.4%増益)となりました。

②ソフトウェア開発

売上高は受注時期がずれ込んだ案件があったこと等により、1,587百万円（前年同期と比べ2.7%減収）となり

ました。セグメント損益は売上原価及び販売費の減少により、345百万円の利益(同4.2%増益)となりました。

③システム販売

売上高は生コンプラント向け操作盤については減少しましたが、生コン協組システムおよび画像処理システム

で増加したことにより、3,114百万円（同18.9%増収）となりました。セグメント損益は売上高の増加及び販売費

の減少により、428百万円の利益(同29.4%増益)となりました。

④システム運用・管理等

売上高はデータセンタ業務等の増加により3,094百万円（同2.5%増収）となりました。セグメント損益は売上

高の増加により、904百万円の利益(同3.5%増益)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

　（資産）

　流動資産は、前連結会計年度末に比べて25.9％増加し、4,875百万円となりました。これは、受取手形及び売掛

金が824百万円、仕掛品が126百万円増加したことによります。

　固定資産は、前連結会計年度末に比べて0.5％減少し、2,539百万円となりました。これは、主にソフトウェアが

160百万円、リース資産（有形）が25百万円増加したものの、無形固定資産その他に含まれるソフトウェア仮勘定

が208百万円減少したことによります。

　この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて15.4％増加し、7,415百万円となりました。

（負債）

　流動負債は、前連結会計年度末に比べて33.4％増加し、2,603百万円となりました。これは、主に買掛金が374百

万円、流動負債その他に含まれる前受金が178百万円増加したことによります。

　固定負債は、前連結会計年度末に比べて3.4％増加し、429百万円となりました。これは、固定負債その他に含ま

れる長期前受収益が11百万円減少したものの、リース債務が24百万円増加したことによります。

　この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて28.1％増加し、3,032百万円となりました。

（純資産）

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べて8.0％増加し、4,382百万円となりました。これは、主に利益剰余金が

321百万円増加したことによります。
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（３）当期のキャッシュ・フローの概況

　 当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下資金という）は、前連結会計年度に比べ107百万円増加し、

当連結会計年度末には953百万円となりました。

　 当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　 営業活動の結果得られた資金の増加は、561百万円（前連結会計年度は673百万円の資金増加）となりました。こ

れは、主に支出で売上債権の増加824百万円、法人税等の支払額232百万円があったものの、収入で税金等調整前当

期純利益667百万円、減価償却費363百万円、仕入債務の増加344百万円があったことによります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　 投資活動による資金の減少は、209百万円（前連結会計年度は386百万円の資金減少）となりました。これは、主

に無形固定資産の取得による支出87百万円、有形固定資産の取得による支出85百万円があったことによります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　 財務活動による資金の減少は、244百万円（前連結会計年度は227百万円の資金減少）となりました。これは、主

に配当金の支払額125百万円、リース債務の返済による支出116百万円があったことによります。

　

（４）今後の見通し

　 今後の経済見通しについては、企業収益の改善や設備投資の緩やかな増加等により、景気は引き続き回復基調

　 が続くものと見受けられますが、海外経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響により、景気の先行き不透明

　 感は高まっております。

　 当社グループが属する情報サービス業界におきましては、情報化投資として、製造業等の生産性向上のための

　 ＡＩ、ＩｏＴ、ビッグデータ等の利活用やクラウドサービスの浸透及びセキュリティ関連のサービス化等が進展

　 ていくと予想されます。

　 このような状況のもと、次期（平成31年3月期）の連結業績見通しにつきましては、新たに策定したパシフィ

ックグループの中期経営計画の1年目となります。その中で、受注獲得は堅調に推移すると思われる一方、開発

　 要員の確保に伴う需給ギャップ等によるコスト増加が見込まれます。以上のことから、売上高9,450百万円（前

　 期比1.8％減）、営業利益571百万円（同14.8％減）、経常利益573百万円（同14.2％減）となり、親会社株主に

　 帰属する当期純利益は411百万円（同8.2％減）を見込んでおります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

将来のIFRS適用に備え、社内のマニュアルや指針等の整備及びその適用時期について検討を進めております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 845,456 953,100

受取手形及び売掛金 1,887,939 2,712,516

リース投資資産 429,331 401,841

商品及び製品 93,225 73,549

仕掛品 323,865 449,997

原材料及び貯蔵品 38,191 29,642

繰延税金資産 158,324 150,148

その他 97,711 107,764

貸倒引当金 △1,960 △3,007

流動資産合計 3,872,083 4,875,553

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,316,878 1,337,246

減価償却累計額 △664,381 △692,445

建物及び構築物（純額） 652,496 644,801

工具、器具及び備品 520,590 559,683

減価償却累計額 △413,815 △434,786

工具、器具及び備品（純額） 106,775 124,896

土地 531,977 531,977

リース資産 288,156 385,114

減価償却累計額 △137,589 △209,203

リース資産（純額） 150,567 175,911

その他 283,538 284,857

減価償却累計額 △123,491 △152,208

その他（純額） 160,046 132,649

有形固定資産合計 1,601,862 1,610,236

無形固定資産

ソフトウエア 92,119 252,154

リース資産 48,964 54,288

その他 269,355 59,811

無形固定資産合計 410,439 366,254

投資その他の資産

投資有価証券 295,129 301,442

退職給付に係る資産 209,090 202,379

繰延税金資産 13,036 12,759

その他 51,523 82,530

貸倒引当金 △27,646 △35,910

投資その他の資産合計 541,133 563,201

固定資産合計 2,553,435 2,539,691

資産合計 6,425,519 7,415,245
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当連結会計年度
(平成30年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 694,868 1,069,600

リース債務 92,622 99,050

未払費用 258,576 272,143

未払法人税等 144,788 124,858

賞与引当金 347,587 332,961

受注損失引当金 - 2,210

アフターコスト引当金 44,398 45,718

その他 368,580 656,761

流動負債合計 1,951,422 2,603,306

固定負債

リース債務 108,704 132,952

繰延税金負債 90,857 82,891

退職給付に係る負債 2,357 8,917

その他 213,443 204,578

固定負債合計 415,363 429,338

負債合計 2,366,785 3,032,644

純資産の部

株主資本

資本金 777,875 777,875

資本剰余金 239,946 239,946

利益剰余金 2,960,530 3,282,500

自己株式 △462 △462

株主資本合計 3,977,889 4,299,859

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 140,145 144,723

退職給付に係る調整累計額 △59,301 △61,982

その他の包括利益累計額合計 80,844 82,741

純資産合計 4,058,733 4,382,600

負債純資産合計 6,425,519 7,415,245
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

売上高 8,877,784 9,624,709

売上原価 6,701,192 7,285,915

売上総利益 2,176,592 2,338,794

販売費及び一般管理費 1,554,384 1,668,568

営業利益 622,208 670,226

営業外収益

受取利息 51 43

受取配当金 4,418 4,495

受取手数料 2,039 2,003

受取保険料 3,936 3,422

補助金収入 9,429 11,332

その他 2,448 3,251

営業外収益合計 22,324 24,549

営業外費用

支払利息 1,558 1,420

売上割引 3,902 2,492

貸倒引当金繰入額 15,000 12,500

事務所移転費用 - 8,196

その他 2,370 2,017

営業外費用合計 22,831 26,626

経常利益 621,701 668,149

特別利益

固定資産売却益 - 280

特別利益合計 - 280

特別損失

固定資産除却損 878 1,254

減損損失 5,801 -

特別損失合計 6,680 1,254

税金等調整前当期純利益 615,021 667,174

法人税、住民税及び事業税 210,237 219,533

法人税等調整額 △3,465 △104

法人税等合計 206,771 219,428

当期純利益 408,249 447,745

非支配株主に帰属する当期純利益 - -

親会社株主に帰属する当期純利益 408,249 447,745

決算短信（宝印刷） 2018年05月14日 13時23分 8ページ（Tess 1.50(64) 20180315_01）



パシフィックシステム株式会社(3847) 平成30年３月期 決算短信

7

連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

当期純利益 408,249 447,745

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 69,752 4,577

退職給付に係る調整額 19,189 △2,681

その他の包括利益合計 88,941 1,896

包括利益 497,190 449,642

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 497,190 449,642

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

　前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 777,875 239,946 2,663,259 △462 3,680,618 70,393 △78,490 △8,096 3,672,521

当期変動額

剰余金の配当 △110,978 △110,978 ― △110,978

親会社株主に帰属す

る当期純利益
408,249 408,249 ― 408,249

自己株式の取得 ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― 69,752 19,189 88,941 88,941

当期変動額合計 ― ― 297,270 ― 297,270 69,752 19,189 88,941 386,212

当期末残高 777,875 239,946 2,960,530 △462 3,977,889 140,145 △59,301 80,844 4,058,733

　当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

株主資本 その他の包括利益累計額

純資産合計
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式

株主資本

合計

その他

有価証券

評価差額金

退職給付

に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 777,875 239,946 2,960,530 △462 3,977,889 140,145 △59,301 80,844 4,058,733

当期変動額

剰余金の配当 △125,775 △125,775 ― △125,775

親会社株主に帰属す

る当期純利益
447,745 447,745 ― 447,745

自己株式の取得 ― ― ―

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

― 4,577 △2,681 1,896 1,896

当期変動額合計 ― ― 321,970 ― 321,970 4,577 △2,681 1,896 323,867

当期末残高 777,875 239,946 3,282,500 △462 4,299,859 144,723 △61,982 82,741 4,382,600
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
　至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
　至 平成30年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 615,021 667,174

減価償却費 325,527 363,706

減損損失 5,801 -

賞与引当金の増減額（△は減少） 42,840 △14,625

受注損失引当金の増減額（△は減少） △8,526 2,210

アフターコスト引当金の増減額（△は減少） 8,338 1,319

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 2,357 6,559

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） 3,095 2,885

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,676 9,310

受取利息及び受取配当金 △4,470 △4,538

支払利息 1,558 1,420

固定資産売却損益（△は益） - △280

固定資産除却損 878 1,254

売上債権の増減額（△は増加） △101,072 △824,577

たな卸資産の増減額（△は増加） 10,408 △97,908

リース投資資産の増減額（△は増加） 10,206 27,489

その他の資産の増減額（△は増加） △4,620 △4,858

仕入債務の増減額（△は減少） 7,590 344,350

未払消費税等の増減額（△は減少） 12,822 29,123

その他の負債の増減額（△は減少） △47,562 281,681

小計 903,871 791,699

利息及び配当金の受取額 4,470 4,538

利息の支払額 △1,555 △1,420

法人税等の支払額 △233,208 △232,994

営業活動によるキャッシュ・フロー 673,577 561,823

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △107,297 △85,991

有形固定資産の売却による収入 - 280

無形固定資産の取得による支出 △262,416 △87,685

貸付けによる支出 △15,000 △12,500

敷金及び保証金の差入による支出 △1,188 △25,869

敷金及び保証金の回収による収入 1,713 1,120

その他 △2,650 1,049

投資活動によるキャッシュ・フロー △386,841 △209,597

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △3,294 -

リース債務の返済による支出 △111,506 △116,695

配当金の支払額 △110,978 △125,775

その他 △2,081 △2,110

財務活動によるキャッシュ・フロー △227,859 △244,581

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 58,876 107,644

現金及び現金同等物の期首残高 786,579 845,456

現金及び現金同等物の期末残高 845,456 953,100
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

　該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、情報サービス事業を主な事業としており、その事業内容及び製品・サービス等に基づいて事業を

集約した結果、「機器等販売」、「ソフトウェア開発」、「システム販売」及び「システム運用・管理等」の４つを

報告セグメントとしております。

　「機器等販売」はハードウェア及びソフトウェア等の仕入・販売、「ソフトウェア開発」はアプリケーションシス

テムの受託開発業務及びＥＲＰビジネス、「システム販売」は自社開発システムの販売及びネットワーク構築等のイ

ンフラサービス、「システム運用・管理等」はユーザシステムの運用・管理サービス及びデータセンタ業務等を行っ

ております。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における

記載と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部利益及び振替高は市場実勢価額に

基づいております。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結
財務諸表
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウ
ェア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高

外部顧客への売上高 1,607,522 1,631,504 2,618,832 3,019,925 8,877,784 ― 8,877,784

セグメント間の内部
売上高又は振替高

80 37,772 1,989 15,624 55,466 △55,466 ―

計 1,607,602 1,669,276 2,620,821 3,035,550 8,933,251 △55,466 8,877,784

セグメント利益 33,995 331,477 331,214 873,936 1,570,624 △948,415 622,208

その他の項目

減価償却費 38,985 24,857 72,402 160,279 296,524 29,002 325,527

（注)１ セグメント利益の調整額△948,415千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ セグメント資産は、事業セグメントに資産を配分しておらず、事業セグメントの減価償却費は一定の基準に

より配分しております。

　

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
（注）１

連結
財務諸表
計上額
（注）２機器等販売

ソフトウ
ェア開発

システム
販売

システム運
用・管理等

計

売上高

外部顧客への売上高 1,828,507 1,587,428 3,114,381 3,094,392 9,624,709 ― 9,624,709

セグメント間の内部
売上高又は振替高

602 11,012 9,019 44,702 65,336 △65,336 ―

計 1,829,109 1,598,440 3,123,401 3,139,095 9,690,046 △65,336 9,624,709

セグメント利益 79,340 345,546 428,540 904,160 1,757,588 △1,087,361 670,226

その他の項目

減価償却費 43,694 23,533 86,173 179,632 333,033 30,673 363,706

（注)１ セグメント利益の調整額△1,087,361千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

２ セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３ セグメント資産は、事業セグメントに資産を配分しておらず、事業セグメントの減価償却費は一定の基準に

より配分しております。
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【関連情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

太平洋セメント株式会社 2,035,210
機器等販売、ソフトウェア開発、シ
ステム販売、システム運用・管理等

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

１ 製品及びサービスごとの情報

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

２ 地域ごとの情報

(1) 売上高

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2) 有形固定資産

本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

３ 主要な顧客ごとの情報

(単位：千円)

顧客の名称又は氏名 売上高 関連するセグメント名

太平洋セメント株式会社 2,159,575
機器等販売、ソフトウェア開発、シ
ステム販売、システム運用・管理等

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度(自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日)

　報告セグメントに含まれない全社資産において、5,801千円の減損損失を計上しております。これは、共用資産で

ある保養所の売却方針決定等に伴う減損によるものです

当連結会計年度(自 平成29年４月１日 至 平成30年３月31日)

該当事項はありません。

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

該当事項はありません。

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

　

前連結会計年度
(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

１株当たり純資産額 2,742.92円 2,961.79円

１株当たり当期純利益金額 275.90円 302.59円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前連結会計年度

(自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日)

当連結会計年度
(自 平成29年４月１日
至 平成30年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 408,249 447,745

普通株式に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

408,249 447,745

普通株式の期中平均株式数(株) 1,479,713 1,479,713

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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